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(57)【要約】
【課題】上下２段に重ねて使用した場合でも、机の天板
面を拡張した面一の天板面を得ることができるデスクサ
イド書棚を提供する。
【解決手段】一対の側板２Ｌ、２Ｒと、両側板２Ｌ、２
Ｒの上端部に設けられた天板３と、両側板２Ｌ、２Ｒの
下端部に設けられた底棚板４と、両側板２Ｌ、２Ｒの高
さ方向中間位置に設けられた中棚板５とを有する。底棚
板４は、両側板２Ｌ、２Ｒの下端部から取り外し可能に
構成され、両側板２Ｌ、２Ｒの高さ方向中間位置には、
取り外した底棚板４を取り付けるための取付部２ａが設
けられている。書棚１を上下２段に重ねて使用する場合
においても、上段の書棚１Ｕの底棚板４を取り外せば、
下段の書棚１Ｕの天板面３ａが露出し、机１０の天板面
１０ａと面一になるので、机１０の天板面１０ａを下段
の書棚１Ｕの天板面３ａによって拡張できる。取り外し
た底棚板４は、取付部２ａに取り付けることにより中棚
板として使用できる。
【選択図】　図１３



(2) JP 2014-4147 A 2014.1.16

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の側板と、
　両側板の上端部に架け渡して設けられた天板と、
　両側板の下端部に架け渡して設けられた底棚板と、
　両側板の高さ方向中間位置に架け渡して設けられた中棚板とを有し、
　前記底棚板は、両側板の下端部から取り外し可能であり、
　前記中棚板は、両側板の下端部から取り外した前記底棚板をその下面に重ねて取り付け
可能であることを特徴とするデスクサイド書棚。
【請求項２】
　前記中棚板の後端部には、当該中棚板に載せた収納物の後方へのはみ出しを阻止するス
トッパが設けられており、
　前記底棚板の後端部には、当該底棚板に載せた収納物の後方へのはみ出しを阻止するス
トッパが設けられており、
　両側板の下端部から取り外した前記底棚板を上下逆にして前記中棚板の下面に取り付け
る際に、前記底棚板の前記ストッパを前後どちらにでも選択的に配置して取り付け可能で
ある、請求項１記載のデスクサイド書棚。
【請求項３】
　一対の側板と、
　両側板の上端部に架け渡して設けられた天板と、
　両側板の下端部に架け渡して設けられた底棚板とを有し、
　前記底棚板は、両側板の下端部から取り外し可能であり、
　両側板の高さ方向中間位置には、両側板の下端部から取り外した前記底棚板を架け渡し
て取り付けるための取付部が設けられていることを特徴とするデスクサイド書棚。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自立式の書棚、特に、机と並べて使用される所謂デスクサイド書棚に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　天板面の高さが互いに等しい学習机とデスクサイド書棚（以下、単に「書棚」と記す。
）とをセットにした学習机システムが知られている。この種の学習机システムは、学習机
と書棚とを並べて使用することにより、学習机の天板面を書棚の天板面によって拡張し、
広い天板面を確保することができる。
【０００３】
　学習机システムには、同形同寸の書棚を二つ備えたものがある。この種の学習机システ
ムによれば、図１５に示すように、二つの書棚４０Ｕ（４０）、４０Ｌ（４０）を上下２
段に重ねて使用することができる。図１５の例では、書棚４０Ｕ、４０Ｌを挟んで左右両
側に学習机１０Ｌ、１０Ｒを配置することにより、上下２段に重ねた書棚４０Ｕ、４０Ｌ
に左右両方の学習机のユーザがアクセスできるようにしている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の学習机システムにおける書棚４０は、図１５に示すように上下２段に重
ねて使用した場合、上段の書棚４０Ｕの底部の棚板４１が下段の書棚４０Ｌの天板４２に
重なり、学習机５０の天板面１０ａよりも上段の書棚４０Ｕの底部の棚板４１の天板面４
１ａの方が高くなるため、両天板面１０ａ、４１ａの境目に段差ができ、学習机１０の天
板面１０ａを拡張した面一の天板面とすることができない。また、上下二段に重ねた場合
に、上段の書棚４０Ｕの底部の棚板４１を取り外すことも考えられるが、外した棚板４１
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を別途保管する必要があった。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、上下２段に重ねて、机と並べて使用した場合に、当
該机の天板面を拡張した面一の天板面を得ることができる書棚を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、第１の発明の書棚は、一対の側板と、両側板の上端部に架
け渡して設けられた天板と、両側板の下端部に架け渡して設けられた底棚板と、両側板の
高さ方向中間位置に架け渡して設けられた中棚板とを有し、
　前記底棚板は、両側板の下端部から取り外し可能であり、
　前記中棚板は、両側板の下端部から取り外した前記底棚板をその下面に重ねて取り付け
可能であることを特徴とする。
【０００７】
　上記のように構成された書棚は、書棚の天板面（天板の上面）と同じ高さの天板面を有
する机と並べて使用することにより、机の天板面を書棚の天板面によって拡張し、広い天
板面を確保することができる。書棚を上下２段に重ねて使用する場合においても、上段の
書棚の両側板の下端部から底棚板を取り外せば、下段の書棚の天板面が露出し、机の天板
面と面一になるので、机の天板面を下段の書棚の天板面によって拡張することができる。
取り外した底棚板は、上段の書棚の中棚板の下面に重ねて取り付けることにより、上段の
書棚に収容できる。
【０００８】
　第１の発明の書棚において、
　前記中棚板の後端部には、前記中棚板に載せた収納物の後方へのはみ出しを阻止するス
トッパが設けられており、
　前記底棚板の後端部には、前記底棚板に載せた収納物の後方へのはみ出しを阻止するス
トッパが設けられており、
　両側板の下端部から取り外した前記底棚板を上下逆にして前記中棚板の下面に取り付け
る際に、前記底棚板の前記ストッパを前後どちらにでも選択的に配置して取り付け可能で
あることが望ましい。
【０００９】
　上記のように構成された書棚は、両側板の下端部から取り外した底棚板を上下逆にして
中棚板の下面に取り付ける際に、底棚板のストッパを前後どちらにでも選択的に配置して
取り付け可能であるので、底棚板のストッパの前後位置を中棚板のストッパの前後位置に
合わせて取り付けることも、底棚板のストッパの位置と中棚板のストッパの位置とが互い
違いになるように取り付けることもできる。
【００１０】
　また、第２の発明の書棚は、
　一対の側板と、
　両側板の上端部に架け渡して設けられた天板と、
　両側板の下端部に架け渡して設けられた底棚板とを有し、
　前記底棚板は、両側板の下端部から取り外し可能であり、
　両側板の高さ方向中間位置には、両側板の下端部から取り外した前記底棚板を架け渡し
て取り付けるための取付部が設けられていることを特徴とする。
【００１１】
　上記のように構成された書棚は、書棚の天板面（天板の上面）と同じ高さの天板面を有
する机と並べて使用することにより、机の天板面を書棚の天板面によって拡張し、広い天
板面を確保することができる。書棚を上下２段に重ねて使用する場合においても、上段の
書棚の両側板の下端部から底棚板を取り外せば、下段の書棚の天板面が露出し、机の天板
面と面一になるので、机の天板面を下段の書棚の天板面によって拡張することができる。
取り外した底棚板は、上段の書棚の両側板の高さ方向中間位置に架け渡して取り付けるこ
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とにより、上段の書棚の中棚板として利用できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、書棚を上下２段に重ねて使用する場合においても、上段の書棚の両側
板の下端部から底棚板を取り外せば、下段の書棚の天板面が露出し、机の天板面と面一に
なるので、机の天板面を下段の書棚の天板面によって拡張することができる。しかも、取
り外した底棚板を上段の書棚に収容できるので、これを別途保管する必要がない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の書棚の実施形態を例示する斜視図
【図２】図１の書棚の正面図
【図３】（Ａ）底棚板を取り外した状態の斜視図　（Ｂ）底棚板の斜視図
【図４】底棚板を中棚板の下面に重ねて取り付けた使用形態の斜視図
【図５】図４の使用形態の別方向の斜視図
【図６】本発明の書棚を上下２段に重ねた使用形態の斜視図
【図７】図６の使用形態の別方向の斜視図
【図８】上段の書棚の底棚板を下段の書棚の中棚板として使用した使用形態の斜視図
【図９】図８の使用形態の別方向の斜視図
【図１０】本発明の書棚を上下２段に重ねた別の使用形態の斜視図
【図１１】図９の使用形態の別方向の斜視図
【図１２】図１の書棚を机の左右両側に並べた使用形態の斜視図
【図１３】図１０の書棚を挟んで左右両側に机を配置した使用形態の斜視図
【図１４】本発明の書棚を上下２段に重ねた使用形態の断面図
【図１５】従来の書棚を上下２段に重ねた使用形態の斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態を図示例に基づき説明する。
【００１５】
［構成］
　図１及び図２に例示するように、書棚１は、一対の側板２Ｌ、２Ｒと、両側板２Ｌ、２
Ｒの上端部に架け渡して設けられた天板３と、両側板２Ｌ、２Ｒの下端部に架け渡して設
けられた底棚板４と、両側板２Ｌ、２Ｒの高さ方向中間位置に架け渡して設けられた中棚
板５とを有する。天板３と中棚板５との間には、仕切板６が設けられている。中棚板５は
、両側板２Ｌ、２Ｒと天板３と底棚板４とにより囲まれた空間を上下に二分割している。
仕切板６は、両側板２Ｌ、２Ｒと天板３と中棚板５とにより囲まれた空間を水平方向に二
分割している。
【００１６】
　底棚板４は、図示しない棚ダボなどの係止部材を介して両側板２Ｌ、２Ｒに取り付けら
れており、当該係止部材との係止状態を解除することにより、図３に示すように両側板２
Ｌ、２Ｒの下端部から取り外すことができる。係止部材は、両側板２Ｌ、２Ｒの下端部の
前後両端近傍に設けられた係止部材取付孔２ｂに取り付けられる。
【００１７】
　底棚板４の両端近傍には、螺子挿通孔４ｂが二箇所ずつ設けられている。螺子挿通孔４
ｂは、底棚板４を板厚方向に貫通している。
【００１８】
　底棚板４の後端部には、底棚板４に載せた本などが書棚１の後方にはみ出すのを防止す
るためにストッパ４ａが設けられている。ストッパ４ａは、底棚板４の後端から直角に起
立した板状の部材であり、底棚板４の全長に亘って設けられている。
【００１９】
　中棚板５は、両側板２Ｌ、２Ｒの下端部から取り外した底棚板４をその下面５ａに重ね
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て取り付けるための取付部を有している。取付部は、底棚板４の螺子挿通孔４ｂの位置に
対応させて中棚板５の下面５ａの四箇所に形成された図示しない螺子孔からなる。両側板
２Ｌ、２Ｒの下端部から取り外した底棚板４を上下反転させて中棚板５の下面に重ねた状
態で、底棚板４の各螺子挿通孔４ｂに螺子７（図１４参照）を挿通して、中棚板５の取付
部（螺子孔）に締着することにより、図４及び図５に示すように、底棚板４を中棚板５の
下面５ａに重ねて取り付けることができる。
【００２０】
　中棚板５の後端部には、中棚板５に載せた本などが書棚１の後方にはみ出すのを防止す
るためにストッパ５ｂが設けられている。ストッパ５ｂは、中棚板５の後端から直角に起
立した板状の部材であり、中棚板５の全長に亘って設けられている。
【００２１】
　両側板２Ｌ、２Ｒには、底棚板４と中棚板５との中間に位置させて、両側板２Ｌ、２Ｒ
の下端部から取り外した底棚板４を両側板２Ｌ、２Ｒ間に架け渡して取り付けるための取
付部２ａが設けられている。取付部２ａは、底棚板４と中棚板５からほぼ等距離の位置に
設けられている。この取付部２ａは、両側板２Ｌ、２Ｒの前後両端近傍に設けられた係止
部材取付孔からなる。両側板２Ｌ、２Ｒの下端部から取り外した底棚板４を、取付部２ａ
に取り付けた棚ダボなどの係止部材を介して両側板２Ｌ、２Ｒに保持させることにより、
図８及び図９に示すように、両側板２Ｌ、２Ｒ間に底棚板４を架け渡して取り付けること
ができる。
【００２２】
［作用］
　上記のように構成された書棚１は、図１２に示すように、書棚１の天板面３ａと同じ高
さの天板面１０ａを有する机１０と並べて使用することにより、机１０の天板面１０ａを
書棚１の天板面３ａによって拡張し、広い天板面１ａ、３ａを確保することができる。
【００２３】
　書棚１を上下２段に重ねて使用する場合においても、図６及び図７に示すように、又は
、図１０及び図１１に示すように、上段の書棚１Ｕの両側板２Ｌ、２Ｒの下端部から底棚
板４を取り外せば、下段の書棚１Ｌの天板面３ａが露出し、図１３に示すように、机１０
Ｌ、１０Ｒの天板面１０ａと下段の書棚１Ｌの天板面３ａとが面一になるので、机１０の
天板面１０ａを下段の書棚１の天板面３ａによって拡張することができる。また、書棚１
Ｕ、１Ｌを挟んで左右両側に机１０Ｌ、１０Ｒを配置することにより、上下２段に重ねた
書棚１Ｕ、１Ｌに左右両方の机１０Ｌ、１０Ｒのユーザからもアクセスできる。上段の書
棚１Ｕのみならず下段の書棚１Ｌも左右両方のユーザが相互に使用することができる。
【００２４】
　図６及び図７に示すように、底棚板４を上下反転させて中棚板５の下面５ａに重ねて取
り付けた状態においても、底棚板４のストッパ４ａは、下段の書棚１の天板面３ａ上に並
べた本が書棚１の後方にはみ出るのを防止する機能を発揮し得る。
【００２５】
　上段の書棚１Ｕの下端部から取り外した底棚板４は、図６及び図７に示すように、上段
の書棚１Ｕの中棚板５の下面５ａに重ねて取り付けることにより、或いは、図１０、図１
１に示すように、上段の書棚１Ｕの中棚板５の下方に取り付けて中棚板として使用するこ
とにより、上段の書棚１Ｕに収容できる。上段の書棚１Ｕから取り外した底棚板４を、下
段の書棚１Ｌに収容することも可能である。このように、上段の書棚１Ｕから取り外した
底棚板４を、上段の書棚１Ｕ又は下段の書棚１Ｌに収容可能としたため、底棚板４を別途
保管する必要がない。
【００２６】
　また、両側板２Ｌ、２Ｒの下端部から取り外した底棚板４を上下逆にして中棚板５の下
面５ａに取り付ける際に、底棚板４のストッパ４ａを前後どちらにでも選択的に配置して
取り付け可能であるので、底棚板４のストッパ４ａの前後位置を中棚板５のストッパの前
後位置に合わせて取り付けることも（図９）、底棚板４のストッパ４ａの位置と中棚板５
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【００２７】
　図１４に示すように、上段の書棚１Ｕの中棚板５のストッパ５ｂと底棚板４のストッパ
４ａが互い違いになるように、底棚板４を中棚板５の下面５ａに取り付けることにより、
左右のユーザが上段の書棚１Ｕの中棚板５で仕切られた上下の空間を別個に使用すること
ができる。
【００２８】
　なお、上記実施の形態では、両側板２Ｌ、２Ｒの下端部から取り外した底棚板４を、（
１）中棚板５の下面５ａに重ねて取り付けることができる構成及び（２）両側板２Ｌ、２
Ｒの高さ方向中間位置に架け渡して取り付けることができる構成を備えた書棚１Ｕ、１Ｌ
について説明したが、上記（１）、（２）の何れか一方の構成のみを備えた書棚も本出願
にかかる発明の技術的範囲に属する。
【００２９】
　また、図１４の例では、底棚板４が中棚板５に螺子７で締着固定しているが、底棚板４
と中棚板５とをコ字形金具等で上下から挟み込んで固定してもよい。
【符号の説明】
【００３０】
　１　書棚
　２Ｌ、２Ｒ　側板
　２ｂ　取付部
　３　天板
　３ａ　天板面
　４　底棚板
　４ａ　ストッパ
　４ｂ　螺子挿通孔
　５　中棚板
　５ａ　下面
　５ｂ　ストッパ
　６　仕切板
　７　螺子
　１０　机
　１０ａ　天板面
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